
SPICARE御前崎ジャパンカップ 2023 大会ガード 

2023年 3月 27日 

 

■ 日 付：2023年 3月 16日（木）～21日（火・祝） 

■ 時 間：9：00～16：30 

■ 場 所：御前崎ロングビーチ 坂下ポイント 

■ 参 加：増田洋、瀬尾、東山、勝又、川口、河原崎、小山、御前崎消防 8 名 

 

 IWT ツアー第一戦として御前崎で 2018年に始まったこの大会、コロナ禍を経て昨年、日本人選

手のみで実施、今年は 5 年ぶりに海外選手を招いて実施された。しかも IWT のツアー戦に加えて

PWA（世界プロウィンドサーフィン協会）ツアーも統合され、まさに世界 No.1 を決めるツアー戦

となり、その 2023年シーズン第一戦が御前崎で開催された。 

 大会期間は 6 日間設定されているが、コンディションが整った日に集中してヒートが行われる。

今回は最初の 2日間が最も波、風共に上がる予報だったため、初日から熱い戦いが繰り広げられた。

初日はいきなりプロのメンズヒートが行われ、日本人選手もワイルドカードとして参加したが、世

界の壁は厚く、ベスト 8 までを行った時点で、地元出身の石井孝良選手が唯一の日本人選手となっ

た。初日はこの時点で日没を向かえて終了。2 日目はレディース、マスターズ、ユースとそれぞれ

のヒートを行い、それらすべてのヒートを行うことができ、この日も日没にてヒート終了。3 日目

以降はコンディションが整わず、ウェイティングが続き、ついに最終日まで風が吹き切らず、メン

ズはベスト 8までの成績で第一戦は終了となった。 

 プロメンズのランキングまでは決まらなかったが、やはり世界トッププロのパフォーマンスは素

晴らしく、一般来場者のみなさんも多くの方がカメラを構え、空を飛んでいるかのような選手の技

を写真におさめていた。技が決まるたびに会場からは歓声と拍手が起こっていた。 

 我々も大会ガードとして現地で観戦できたことは非常に光栄だった。この御前崎が世界に誇れる

海であることが改めて実感できたと共に、そんな海を安全に楽しんでもらえるよう、今後も取り組

んでいきたいと思う。 

 

 

 

 

 


